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Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
な
ぜ
必
要
？ 

２
０
０
８
年
に
登
場
し
た
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
は
じ
め
と
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
２
０
１
６
年

の
調
査
で
所
有
率
６
７
％
に
達

し
、
従
来
型
の
携
帯
電
話
の
所

有
率
を
抜
き
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
手
元
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
得
ら

れ
た
様
々
な
デ
ー
タ
は
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
生
活
を
一
変
さ
せ
る

変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
が
行
っ
た
学
習
到
達
度

調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
１
８
）
で

日
本
は
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

と
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
が
ト
ッ

プ
水
準
を
維
持
し
た
の
に
対
し
、

読
解
力
が
低
下
し
ま
し
た
。 

特
に
、
必
要
な
情
報
が
ど
の

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て

い
る
か
推
測
し
探
し
出
す
（
情

報
探
索
）
問
題
や
情
報
の
質
と

信
ぴ
ょ
う
性
を
評
価
し
、
ど
う

対
処
す
る
の
か
、
根
拠
を
示
し

て
説
明
す
る
問
題
が
特
に
低
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

文
部
科
学
省
は
情
報
活
用
能
力

が
学
習
の
基
礎
と
な
る
資
質
・

能
力
の
一
つ
と
位
置
付
け
、
小

中
高
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
主

体
的
な
学
び
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
当
初
３
年
間
か
け
て
整
備

す
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

整
備
が
前
倒
し
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

３
年
前
に
は
じ
ま
っ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
で
す
。 

環
境
整
備 

令
和
２
年
度
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
受
け
て
、
小
豆

島
町
で
は
、
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

と
し
て
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
採
用
し
、
町

内
の
全
児
童
生
徒
に
一
人
一
台

を
整
備
し
ま
し
た
。
教
職
員
の

分
も
含
め
る
と
約
９
０
０
台
に

な
り
ま
す
。 

小
豆
島
町
で
は
、
２
０
１
４

年
か
ら
町
内
全
学
校
に
光
回
線

を
導
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
に

合
わ
せ
て
、
町
内
全
て
の
学
校

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
高
速

化
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
町
内
全
て
の
学
校
の
全

教
室
で
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
が
整

備
さ
れ
、
校
内
の
児
童
生
徒
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
一
斉
に
使
用
し

て
も
接
続
障
害
が
発
生
し
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

加
え
て
全
て
の
普
通
教
室
と

特
別
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

ま
た
は
大
型
モ
ニ
タ
ー
が
導
入

さ
れ
、
教
職
員
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
画

面
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
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す
。
黒
板
の
代
わ
り
使
用
し
た

り
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
映
し

出
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
提

出
し
た
課
題
を
表
示
し
発
表
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

授
業
で
の
活
用 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
と
同
時

に
、
小
豆
島
町
で
は
授
業
支
援

シ
ス
テ
ム
と
し
て
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト

を
導
入
し
ま
し
た
。 

授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
、

黒
板
を
中
心
に
お
こ
な
っ
て
い

た
授
業
運
営
を
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
も
の
で
す
。
先
生
と
生
徒
間

で
通
信
が
あ
り
、
先
生
か
ら
の

課
題
の
配
信
や
児
童
生
徒
か
ら

の
成
果
物
や
課
題
提
出
が
で
き

ま
す
。
効
率
化
と
個
別
の
学
び

の
強
化
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
。

一
人
一
人
の
作
っ
た
テ
キ
ス
ト
、

画
像
な
ど
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
提

出
機
能
を
使
え
ば
、
一
人
一
人

の
課
題
の
取
り
組
み
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
使
う
と
、
画

面
か
ら
直
接
手
書
き
入
力
が
で

き
る
た
め
低
学
年
で
も
簡
単
に

記
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
っ
た
カ
ー
ド
は
、
何
枚
で
も
連

結
す
る
こ
と
が
で
き
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
し
て
発
表

す
る
こ
と
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。 

ま
た
カ
メ
ラ
機
能
が
あ
り
、

低
学
年
の
子
ど
も
で
も
簡
単
に

静
止
画
や
動
画
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
カ
ー
ド
に
は
録
音

機
能
も
あ
り
ま
す
。
音
読
を
自

分
で
録
音
し
て
聞
き
返
す
こ
と

も
簡
単
に
で
き
ま
す
。 

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
に
は
シ
ン
キ
ン

グ
ツ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
独
自
の

も
の
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

自
分
の
頭
の
中
に
あ
る
感
情

や
考
え
を
適
切
な
言
葉
と
し
て

表
現
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

授
業
の
中
で
も
「
自
分
の
考
え

と
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
」
と
い

っ
た
場
面
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
あ
る
課
題
に
つ
い

て
自
分
の
考
え
を
整
理
し
深
掘

り
し
表
現
す
る
こ
と
は
大
人
で

も
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
使

わ
れ
る
の
が
「
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー

ル
（
思
考
ツ
ー
ル
）
」
で
す
。 

シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
に
は
、

「
比
較
」
「
分
類
」
な
ど
に
便
利
な

補
助
線
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
自
分
が
思

い
つ
い
た
も
の
を
書
き
出
し
、
見

直
す
こ
と
で
思
考
を
手
助
け
す

る
も
の
で
す
。 

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
に
は
情
報
の

整
理
の
仕
方
に
よ
っ
て
ベ
ン
図

や
ク
ラ
ゲ
チ
ャ
ー
ト
な
ど
２３
種

類
の
図
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
共
有
ノ
ー
ト
」
と
は
、
複
数

人
で
同
じ
ノ
ー
ト
に
、
同
時
に

書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
共
有

タブレットを使わない授業がないくらい、なくて

はならないものになってきました。子どもたちは、

学習中、気になることがあるとすぐに調べたり、計

算や予定のメモをしたりするなど，気軽に活用する

ことができています。もちろん、タブレットを使って

話し合いをまとめたり、表現物を作成したりと、学

習の中心として活用する場面も多くなっています。 

私たち教師は、タブレットの効果的な活用法を模

索すると同時に、デジタル・シチズンシップ教育を

計画的に行っていかなければいけないと感じてい

ます。授業の中でＳＮＳの活用について学習した子

どもたちから、「知らない人とかかわると怖い。」

「ネットに一度投稿したものは二度と消せない。気

をつけたい。」という考えが出てきました。保護者

からも、「子どもの見えない部分でもあるので親子

で共有できるようにしたい。」という感想をいただ

きました。学校と家庭で連携し、情報と上手に付き

合っていく子どもを育てていきたいと思います。 

「タブレット使うよ」と私が言うと、みんな次に何

をするのかワクワクしながら学習に取り組みます。

色や画像をつかって意見を分かりやすくまとめた

り、タブレットドリルで練習問題に取り組んだりと、

教科書やノートだけで学習するよりも主体的に楽

しく学んでいるようです。また、自分の意見を伝え

るとき、なかなか自信をもてずに手があがらない

児童も、タブレットの提出機能をつかうことで全員

が意見を共有でき、自分の意見も友だちの意見も

大切にして考えられています。 

タブレットで文字を入力する方法はいくつかあり

ますが、本校では低学年のうちからローマ字タイピ

ングを練習しています。ローマ字も覚え、紙芝居を

作ったり発表会の台本を仕上げたりできるように

なっています。 

これからも児童がタブレットを学びの一つの手

段として自主的に選択しながら、有効活用していけ

るような支援・授業を考え続けていきたいです。 

星城小学校（３年担任） 武川 芽生 先生 苗羽小学校（５年担任） 和田 陽太 先生 
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機
能
で
す
。
今
ま
で
模
造
紙
や

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
い
ろ
い
ろ

書
き
込
ん
で
行
っ
て
い
た
協
働

作
業
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
簡
単

に
で
き
ま
す
。
共
有
ノ
ー
ト
を

使
え
ば
、
事
前
準
備
は
ほ
と
ん

ど
必
要
な
く
、
授
業
に
参
加
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
目
の
前

の
課
題
に
集
中
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

教
科
書
も
変
わ
る 

現
在
使
用
し
て
い
る
ほ
と
ん

ど
の
教
科
書
に
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
動
画
や

音
声
、
練
習
問
題
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
教
材
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。
そ
し
て
来
年
度
改
訂
予
定

の
小
学
校
の
教
科
書
で
は
そ
の

数
が
大
幅
に
増
加
し
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
と
併
用
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
小
豆
島
町
で
来
年
度

か
ら
使
う
小
学
校
４
年
算
数
の

教
科
書
で
は
、
３
１
０
の
デ
ジ
タ

ル
教
材
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
開

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
科
書

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

問
題
に
つ
い
て
、
解
説
動
画
を

視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
小
中
学
校
の
英
語
と
、

小
学
校
の
算
数
で
は
学
習
者
用

の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
読
み
上
げ
、

ル
ビ
表
示
、
映
像
や
音
声
の
再

生
な
ど
、
従
来
の
紙
の
教
科
書

で
は
で
き
な
か
っ
た
、
デ
ジ
タ
ル

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
機
能
が
入

っ
て
い
ま
す
。 

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
導
入 

令
和
５
年
度
よ
り
、
Ａ
Ｉ
デ

ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の
Ｑ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
ａ

（
キ
ュ
ビ
ナ
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

Ｑ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
ａ
に
は
、
小
学
校
と

中
学
校
の
国
語
、
算
数
・
数
学
、

理
科
、
社
会
、
英
語
の
５
教
科
の

問
題
が
８
万
問
以
上
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
主
学
習
に
加
え

て
、
先
生
か
ら
の
課
題
配
信
（
ワ

ー
ク
ブ
ッ
ク
）
機
能
が
あ
り
ま
す
。

先
生
側
で
は
課
題
の
正
答
率
な

ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、
指
導
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
学

習
内
容
の
定
着
を
図
る
た
め
に
、

過
去
に
解
い
た
問
題
を
復
習
で

き
る
「
５
分
間
復
習
」
機
能
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

町
内
小
学
校
に
は
全
学
年
で

「
ド
リ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
計
算
問

題
と
漢
字
書
き
取
り
が
手
書
き

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

独
自
の
手
書
き
文
字
認
識
が
搭

載
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
の
書
き

取
り
で
は
、
と
め
・
は
ね
・
は
ら

い
、
筆
順
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。 

Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ 

現
在
、
全
世
界
的
に
Ｃ
Ｂ
Ｔ

（
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ 

Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
）
と
呼
ば
れ
る

情
報
シ
ス
テ
ム
が
急
速
に
広
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
上
で
試
験
を
受
け
る
環

境
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
総

称
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
紙
の
学

力
テ
ス
ト
で
は
、
全
員
が
同
じ

問
題
を
解
き
、
「
書
い
て
表
現
し

た
も
の
」
の
み
で
能
力
を
測
定
し

て
い
ま
し
た
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
に
よ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
試
験
で
は
、
理

解
度
に
応
じ
て
出
題
内
容
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
変
更
し
た
り
、

「
話
す
」
「
聞
く
」
「
見
る
」
こ
と
の

能
力
測
定
が
で
き
た
り
し
ま
す
。 

文
部
科
学
省
は
全
国
で
統
一

的
に
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が
利
用
で
き
る
「
Ｍ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
メ
ク
ビ
ッ
ト
）
」
と

い
う
独
自
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
ま
し
た
。
小
豆
島
町

で
は
、
Ｑ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
ａ
を
経
由
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
、
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ

Ｔ
を
使
い
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
う
ち
、
中
学
校
２
年

生
の
全
員
を
対
象
に
英
語
「
話

す
こ
と
」
の
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
小
豆
島
中
学
校
で
も

５
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た

町
内
の
全
小
学
校
で
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
が
Ｍ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
使
い
、
回
答
し
ま
し

た
。 今

後
も
、
国
や
県
な
ど
が
ア

ン
ケ
ー
ト
や
学
力
調
査
を
Ｍ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
と
学
習
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

デ
ジ
タ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ 

日
々
ニ
ュ
ー
ス
を
に
ぎ
わ
せ

て
い
る
よ
う
に
、
ス
マ 

ホ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
小
豆
島
町
の
学

校
で
も
著
作
権
や
肖
像
権
に
つ

い
て
知
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
と
き
の
対
応
方
法

を
学
ん
だ
り
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

小豆島中学校（美術） 板谷 優菜 先生 

タブレット PC の導入により、生徒の意見をリア

ルタイムに把握できるようになりました。ロイロノ

ートの「共有ノート」機能を活用し、生徒全員が一斉

に意見を書き込んだり、提出された意見を「回答を

共有」機能で友だちと共有したりすることで、より

素早く視覚的な意見交換が可能になりました。友

だちの意見を見ることで、自分の考えを深めるだ

けでなく、互いを認め合うことが手元の作業で手

軽に行え、授業に活気が生まれています。 

また、美術の授業では、PhotoShop Express を活

用して画像加工に取り組みました。このアプリでは

撮影した写真の色彩を編集することができます。

伝えたいイメージを効果的に表現するため、鮮やか

さや色温度、光量などの数値を触り、色のもつ効果

と画像加工の方法を実際に体験することが目的で

す。やり直すことも容易なので、生徒は何度も意欲

的に挑戦していました。今後は、アナログとデジタ

ルの良さをバランスよく組み合わせ、生徒たちが

生活に生かせる授業をしたいと考えています。 
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さ
ら
に
発
展
し
て
デ
ジ
タ
ル

を
使
っ
た
社
会
課
題
の
解
決
や

情
報
発
信
を
含
め
た
教
育
を
デ

ジ
タ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

と
い
い
、
日
々
の
授
業
活
動
の

な
か
へ
取
り
込
む
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。 

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り 

こ
の
２
年
間
で
、
子
ど
も
た

ち
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

授
業
が
進
み
ま
し
た
。
本
年
度

か
ら
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

小
学
校
５
年
生
以
上
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
て
、
家
庭
へ

の
持
ち
帰
り
を
始
め
ま
し
た
。 

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち

帰
り
に
あ
わ
せ
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
学
校

で
も
家
庭
で
も
、
不
適
切
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
遮
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
町
内
の
小
中
学
校

に
は
少
な
く
と
も
週
末
に
Ａ
Ｉ

ド
リ
ル
な
ど
の
課
題
を
出
し
た

う
え
で
、
家
庭
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
持

ち
帰
り
の
実
施
を
教
育
委
員
会

か
ら
お
願
い
し
て
い
ま
す 

小
豆
島
中
学
校
で
は
、
夏
休

み
に
オ
ン
ラ
イ
ン
登
校
日
を
実

施
し
、
家
庭
学
習
の
状
況
な
ど

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。 

校
務
の
デ
ジ
タ
ル
化 

先
生
方
の
働
き
方
改
革
の
一

環
と
し
て
、
学
校
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
も
進
め
て
い
ま
す
。
教

職
員
の
全
員
に
校
務
用
Ｐ
Ｃ
が

配
備
さ
れ
て
お
り
、
授
業
準
備

や
文
書
作
成
な
ど
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
島
外
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
や
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

で
も
活
用
し
て
い
ま
す
。 

小
豆
島
中
学
校
で
は
来
年
度

か
ら
デ
ジ
タ
ル
採
点
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
定
期
テ
ス

ト
な
ど
で
、
採
点
業
務
の
省
力

化
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
小
豆

島
中
学
校
で
は
、
職
員
室
と
生

徒
玄
関
、
来
賓
玄
関
に
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
て
い

ま
す
。 

将
来
に
向
け
て 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

は
、
こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ
に
行
っ

て
い
た
学
び
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
す
る
も
の
で
し
た
。
次
の

段
階
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
効
果

を
最
大
化
さ
せ
る
「
教
育
Ｄ
Ｘ
」

と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
３
年
前
に
整
備
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
の
更
新
も
今

後
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

小
豆
島
町
の
教
育
の
デ
ジ
タ

ル
化
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
が
、
こ
の
３
年
間
で
着
実
に

変
わ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
は
、
小
中
学
校
で
の
経
験
を

も
と
に
小
豆
島
の
新
し
い
未
来

を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

小豆島中学校には、職員室と生

徒玄関、来賓玄関の３か所にデ

ジタルサイネージを設置してい

ます。町独自システムで、ロイロ

ノートからテキストや画像を送信

すると自動的に大型モニターに

表示できる仕組みを独自につく

りました。誰でも簡単にコンテン

ツを表示できるようになったこ

とで、最新の情報をすぐに共有

できます。 

情報活用能力として、キーボード

によるタイピングでの文字入力

スキルの獲得がもとめられてい

ます。各学校で、空き時間の一部

をつかってタイピング練習にあ

てています。ある小学校の６年

生のクラスでは、継続的に半年

間練習を続けて全員平均で１分

間に１００文字以上入力できるよ

うになりました。 

今年度、小豆島中学校では、オン

ライン会議システムのＧｏｏｇｌｅ 

Ｍｅｅｔを使って夏休みにオンラ

イン登校を全クラスで実施しまし

た。小豆島町では児童生徒貸し

出し用のモバイルルータを配備

し、もし再び一斉休校という事

態が起きても、学びを止めない

準備をすすめています。 

家庭への学習用タブレット持ち帰りの実施 

Q. ゲームをしたりや動画サイトをみたり

しないでしょうか？ 

 

A. 不適切なサイトへのアクセスができな

いようにWEBフィルタを導入してい

ます。家庭での使い方は、お子さま本

人とよく話し合って、家庭内ルール

を決めてください。 

Q. 家庭では学習用タブレットをどう活

用すればよいのでしょうか？ 

 

A. 持ち帰り時には、家庭学習を前提と

した課題を学習用タブレットに配信

しています。学校によってはデジタル

連絡帳として活用したり、オンライン

登校を実施しています。 

Q. もし学習用タブレットを破損した場

合はどうすればよいですか？ 

 

A. すぐに学校へ連絡してください。原

則、教育委員会で対応しますが、故意

による破損などは費用を負担してい

ただく場合がございます。 


